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月
間
の
育
児
休
業
が
付
与
さ
れ
、

さ
ら
に
追
加
で
６
週
間
は
、
夫
婦

で
分
け
合
っ
て
好
き
な
時
に
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
育
休
中

は
給
料
の
８０
％
が
国
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。
男
性
に
よ
る
育
休
が
進

み
取
得
率
は
９
割
、
同
時
に
女
性

の
社
会
進
出
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。

「
男
女
平
等
」が
社
会
生
活
の
質

に
与
え
る
影
響
は
計
り
知
れ
ま
せ

ん
。
法
律
の
整
備
や
企
業
の
意
識

改
革
が
進
み
、
女
性
も
男
性
も
平

等
に
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
る
社

会
を
築
く
こ
と
で
、
一
層
の
発
展

に
繋
が
る
の
で
す
。

『
す
べ
て
の
市
民
が
持
つ
才
能
』

が
開
花
す
る
社
会
を
目
指
し
、
ま

た
、
経
済
的
に
自
立
す
る
の
が
難

し
い
立
場
に
あ
る
女
性
た
ち
が
い

た
ら
、
個
人
の
問
題
で
は
な
く
、

そ
う
な
っ
て
し
ま
う
社
会
構
造
に

目
を
向
け
て
解
決
策
を
探
る
。
誰

か
に
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
さ
せ
る

背
景
と
な
る「
社
会
構
造
」に
目
を

向
け
る
意
識
は
、
日
本
人
が
も
っ

と
身
に
付
け
た
い
視
点
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

【
参
考
資
料
】

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
未
来
へ
１７
」
Ｈ
Ｐ

・
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ

・
子
ど
も
家
庭
庁
Ｈ
Ｐ

地
球
の
片
隅
、
火
山
と
氷
河
の

国
・
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
が
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
」
１４
年
連
続

で
１
位
と
い
う
新
聞
記
事
を
見
ま

し
た
。
男
女
格
差
が
少
な
い
国
と

し
て
世
界
一
に
輝
く
秘
密
は
、
一

体
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
、
北
大
西
洋

に
浮
か
ぶ
島
国
で
、
北
海
道
よ
り

や
や
大
き
く
、
火
山
活
動
と
地
熱

が
豊
富
な
こ
と
か
ら「
火
の
島
」と

も
称
さ
れ
ま
す
。
気
候
は
、
冬
は

比
較
的
温
暖
で
、
夏
は
涼
し
い
日

が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
歴
史
は
９
世

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

篠
田　

京
子

紀
に
遡
り
、
ノ
ル
マ
ン
人
に
よ
る

入
植
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
世
に
は
共
和
国
と
し
て
の
体
を

成
し
、
そ
の
後
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王

国
の
一
部
と
な
っ
て
か
ら
、
デ
ン

マ
ー
ク
の
支
配
下
に
入
り
ま
し
た
。

１
９
４
４
年
に
は
独
立
を
果
た
し
、

現
在
に
至
り
ま
す
。

①
同
一
労
働
同
一
賃
金
が
義
務
化

２
０
１
８
年
に
世
界
で
初
め
て

男
女
の
給
与
格
差
を
禁
ず
る
法
律

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
法
律
制
定
が
可
能
と
な
っ
た
き

っ
か
け
は
、
１
９
７
５
年
１０
月
２４

日
に
起
き
た
大
規
模
な
ス
ト
ラ
イ

キ
で
す
。
国
の
９
割
の
女
性
が
参

加
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
職
場
に
労
働
者
が
い
な
く
な
る

と
、
社
会
が
い
か
に
機
能
し
な
く

な
る
か
」
を
社
会
と
雇
用
者
に
体

験
さ
せ
た
の
で
す
。

②
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
教
育
の
導
入

教
育
分
野
に
お
い
て
も
男
女
平

等
は
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
男

女
が
等
し
く
多
様
な
職
業
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
目
指
せ
る
よ
う
、

学
校
教
育
に
お
い
て
、
様
々
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
世
界
最
高
の
育
休
シ
ス
テ
ム

母
親
、
父
親
そ
れ
ぞ
れ
に
６
か
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文

芸

正
調
俚
謡　
日
和
吟
社　
字
結
び
「
立
・
春
」　
　　　　　　　　　　　　　　　　
（
五
十
音
順
）

正
調
俚
謡
日
和
吟
社
字
結
び
「
立
・
春
」
　　　　　　　　　　　　　　　　
（
五
十
音
順
）

畔
の
陽
だ
ま
り
春
待
草
が
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
目
を
覚
ま
す　
　
　

石
戸
葎
華

自
分
探
し
の
プ
ラ
ン
を
立
て
て
一
歩
踏
み
出
す
春
の
旅　
　
　
　

伊
藤
葉
子

春
に
と
き
め
く
コ
ー
デ
を
組
ん
で
指
輪
渡
す
が
断
わ
ら
れ　
　
　

井
戸
賀
龢
道

耐
え
て
春
嵐
膨
ら
む
桜
く
ぐ
る
花
び
ら
一
年
生　
　
　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

野
辺
に
春
風
か
げ
ろ
う
揺
れ
て
霞
浦
は
う
ら
ら
な
水
鏡　
　
　

   

小
薗
江
久
美

幸
か
地
震
で
生
き
残
れ
た
が
春
は
遠
く
て
や
る
せ
な
い　
　
　
　

門
脇
悠
美

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
田
お
こ
し
始
め
春
の
訪
れ
美
浦
の
里　
　
　
　

木
村
幸
子

春
は
名
ば
か
り
ま
だ
ま
だ
寒
く
炬
燵
暮
ら
し
の
丸
い
背
な　
　
　

篠
原
美
千
代

春
を
待
つ
身
に
追
い
打
ち
の
雪
輪
島
応
援
た
だ
祈
る　
　
　
　
　

関
根
秀
子

民
謡
を
奏
で
る
大
正
琴
に
心
躍
ら
せ
春
を
待
つ　
　
　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

地
球
各
地
の
争
い
無
く
せ
祈
る
立
春
涙
雨　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
草
実

や
る
ぜ
早
春
場
所
さ
ん
ば
ら
髪
で
四
股
が
風
呼
ぶ
大
の
里　
　
　

塚
本
夏
雲

津
軽
三
味
線
梅
の
香
の
せ
て
響
く
立
春
コ
ン
サ
ー
ト　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

能
登
の
里
に
も
必
ず
春
が
運
ぶ
幸
せ
笑
顔
咲
く　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

梅
に
水
仙
ろ
う
梅
咲
い
て
庭
に
香
り
の
春
が
立
つ　
　
　
　
　
　

増
尾
青
蓮

春
よ
来
い
来
い
被
災
の
能
登
に
心
つ
な
い
だ
支
援
の
輪　
　
　
　

山
岡
亜
子

届
く
小
包
開
け
る
と
老
姉
の
香
り
立
つ
味
噌
寒
仕
込
み　
　
　
　

山
崎
笑
子

冬
の
別
れ
め
立
春
す
ぎ
り
ゃ
庭
に
も
ち
草
そ
こ
か
し
こ　
　
　
　

山
﨑
泰
弘

陽
溜
り
に
土
の
香
宿
し
蕗
の
薹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

老
い
の
春
つ
く
ば
は
歌
ふ
愛
の
詩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

我
行
け
ば
じ
ょ
う
び
た
き
二
羽
わ
た
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
紀
行

木
原
城
残
る
土
塁
や
寒
椿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

冬
の
雨
能
登
憂
い
つ
つ
蜜
柑
む
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
美
佐
恵

日
だ
ま
り
に
の
け
ぞ
り
ほ
う
け
る
猫
柳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
柳
幸
子

冬
銀
河
賢
治
の
鉄
路
何
処
ま
で　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

半
世
紀
タ
ン
ス
に
ね
む
る
春
シ
ョ
ー
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

老
二
人
だ
ん
だ
ん
小
さ
き
冬
の
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長
田
敏
笑

紅
梅
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花
街
抜
け
る
風
の
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増
尾
尚
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復
興
の
槌
音
待
た
る
能
登
の
冬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
統
子

能
登
の
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の
壁
新
聞
や
春
近
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村
崎
典
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蝋
梅
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の
俳
句
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題　
当
季
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詠
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五
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）
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月
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る
か
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そ
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き
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ょ

火
を
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し
て

　

不
安
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つ
な
ぐ
未
来


